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算数の楽しさを感得させる ｢算数的活動｣の開発

- ｢発展的な考え方｣を手がかりに-

福 田 博 雅*

研 甥 の 要 約

｢算数的活動｣という文言が初めて懲脇 したのが平成 10年告示の学割 bLi噂輿

領である｡この r算数的活動｣が収 り入れ られた背民には rEA(同僚教育到達度

評肺学会)の国際調査で､日本U)+どもたちの買L数に附すろ学力は国際的に見て高

い水埠にあるが科確約に学習 しようとする忠欲が低いという現状を改韓するため

のものであった｡

改棒状仇をTTMSS (周Fy等!牧草 ･理科教育軌向調FE)の調査で経年比敵する

と ｢開放の勉強が楽 しいか｣の質問項Hにおいて ｢強くそう思 う｣rそう思 う｣

と答えた+どもの割合は1995年が72%､2007年が70%であり､子どもたちV)算数

に対する意欲は r課徴的括助 ｣が饗場 して以後もまったく改善されていないので

ある｡

そこで､本研究は算数の楽 しさを感得させる r恭敬的柘動｣を r発展的な考え

))-｣を手がかりにして研究 ･即発するもU)である｡

Key-word:詐欺的括動､TrMSS､薄層的な考え方

1 ｢葬数的情動｣が重視された背景

った平成 10年 7月の教育拙担審議会答Fflでは

｢IEAのl量慨モ調賓によれば､我が国のIf･ども

たちの学力は国際的に見ても結い水唯にあるこ

とがうかがえる｡ (中略)また､算数 ･教学や

確科の}芦習について間際比較すると､得点は(-IL.;

いものの､職権的に苧潔 しようとする意欲が諸

外同に比べ如くはないなどの関越がある｣と指

摘されているOこjtが､まさに TE^潤 際教育

到達度評価学会)が小学校 4年生を対象に実施

しているTIMSS(国際数学 ･糟科教育軌向網

査)の結果を指 しているのである｡

TIMSSの調虎項目の一つに ｢訴敬の勉強

は楽しいかどうか｣を問い､ ｢強くそ う.瞥:)｣

｢そう思 う｣ ｢そ う思わない｣｢まったくそう

思わない｣と4段階で答えさせるものがある0

1995年(平成 7年)のそれは ｢強くそ う思

*岡山大学大学院教育学研究科

う｣ 16%､ rそう思 う156%で､算数に対

するLS:欲はLl際的に最低レベルといr)結果であ

ったことを受けての答申となった｡

算数嫌いを無くす.二節教を楽 しいと感 じる掌

lAJにする｡それを明示 Lたのが教育課程審議会

答rrr算数 ･数学 T改発の只体F'rJt)ljil項｣にある ｢児

登が学ぶことの楽 しさを味わいながら数ni･や同

形に1いての作業的 ･体験的な括劫など苛敗的

活軌取り組み､救出や固形についてU)意 味を理

解 し､考える刀を高め､それらを活用 していけ

るようにする｣という一文であるoここに ｢算

数的活動｣が初めて背易 したのである｡従って､

｢詐数的活動｣には第教の楽 しさを感/1拝させる

という一つの人きな目的があったということを

再組曲Lておきたい0

2 ｢芽数的活動｣はその目的を果たしてきたか

(1)筋数科教育の削,ti'i
-'T':成 20年告示の学習指導要師における算数
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科の教科目標は次の通りであるC

算数的活動を適して,敦盛.や図形について

の農礎的 .基本的な知織及び技能を身に付け

,日常のljf象について見通 しをもち筋道を立

てて考え,表現する能力を育てるとともに,

;丁数的活動の楽 しさや数q=的な処碑のよさに

気付き.進んで生活や学習に活用 しようとす

今回の改訂において､算数科の目標は従前の

それ と比べて 3つの改善点があると､節水

(2011)は日本数学教育学会小学校部会の粥演で

次のように述べている｡第一は､教育が基本的

に r軒数的活動｣を通して行われることを明示

したこと｡第二は､ r考え表現する能力｣が加

えられ､説明する力を鍛えることの明示である｡

第iは､第数を r進んで生活や学習に活用 しよ

うとする態度｣の育成について活用の場面が具

体的に示されたことであるOこれらは､いわば

｢流行｣に当たる部分である｡これに対して､

基礎的 ･基本的な知識及び技能を身に付けるこ

と､数学･一的な考え方を育てること､ r焚数的活

動｣の楽しさや許数のよさを実感することは｢不

易 ･流行｣でいう ｢不易｣の部分であり､一･層

充実させる必要があるということである｡

(2)｢不易｣の目標は達成されているか

｢不易｣の目標とは､①盛礎的 ･基本的な知

識及び技能を身に付けること､②数学的な考え

方を育てること､③ ｢罪数的活動｣の楽しさや

算数のよさを実感することであるO

①については､国立教育政策研究所が行って

きた教育課税実施状況脈FF_等各種調恋で一定の

成果がみとめられているO②については､文部

科学省が行ってきた学力 ･学習状況調査や国際

的な学力調査等から思考力 ･判断力 ･浪現力等

に課題があることが指摘されている ③につい

ても国際的な学力調査の結果から間際的な比椴

において簡散を好きと答える御舟が依然として

低いことが指摘されている｡

学習指導要領改訂に当た,)て､ ｢習得｣r活
Ll._

用｣ ｢探究｣というキーワー ドが脂われ､PI

SA調査で不十分と指摘された読解力､所謂｢活

用Jに隼点が当たり､とりわけ炎現力が研究の

流行となっている傾向がある｡自然の流れであ

り､方向件は間違っていない｡ しかし､諭稗を

追求するあまり､ ｢算数的活動｣を楽しむこと

を忘れた授業をよく見かける これを､】511られ

た範uflの主親的なものと考えてきたが､T IM

ssの調査結果に着日したとき､このことは､

主観的とばかりはいえない状況が見えてくる｡

｢弊数が楽しいか｣の問いに対 し､ ｢節数的活

動｣が登場するきっかけを作った1995年調

糞で特定的な児丘の割合は72%([強くそう思

う]16%)だったOこれに対して2007年-の

同調禿結果は70%([強くそう思 う]34%)

で､国際比較においても参加 36カ同中32番

目である｡これを見る限り､ [強くそう思 う1
が変化 して成果を強調する考えもあるようだ

が､肯定的な児竜の割合が増加しておらず､国

際的な位配づけも目に見えて改善されていると

はいえないことから､ ｢算数的活動｣を取り入

れた成果は意欲の面で十分には達成されていな

いと考えるのが妥1であろう｡

3 算数の楽しさと ｢井数的活動｣の楽しさ

桑原(2012)は､2007年のT IMSSの調

充では､学力は商いが ｢罫数嫌い｣を示す子ど

もも多くいるし､学習に東面削こ取り組み､学

習を稚解 し､考えを発表 し､成紋も上位だが ｢算

数は好きでない｣という子どもの存仔があるこ

ともわかっている｡つまり､内容の理解以外の

叩柄が子どもの学習窟級に大きく影響 している

ということを指摘 している｡

このことを裏付けるような1-どもの作文があ

るO巌小学校 5年/tが､節数嫌いになったわけ

を-=E.:いたものであるC『界数の時間に､できた !

と思って手を挙げても先′巨は知らんふりをして

いるし､手も挙げてないのにノー トを見て ｢や

ってみろ｣と言 う｡あれがいやだ』という内容

である｡筋数の内容以外に教師とf･どもの榊係

ち,u幣を与えている可能性があるということで

ある｡

Hanuula(2002)は､伯緒が示す.;I(味について､

情緒は何らかの評価であるという点を指摘 し､

次の4つのカテゴリーから伯緒を評価フ｣ロセス

として区分している｡①数学に関係 したは軌の

間に経験する怖緒②数学に対 して以前の経験に

FI=_起し､数学概念と関連する情緒③数学を行 う
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結果に従い､生徒が期待する状況の評価①個人

の目標と関連する数学に対する目標､である｡

これらのことから､ ｢諒数が楽 しい｣などと

いった情緒面の変容に影響を及ぼす要因が複数

存在することは明らかであるc Lかし､本研究

は情意的領域と認知的領域との相関を探りなが

ら憶度を育てることを目的としていない｡授業

は､教師と子ども､子どもと子どもの関わりの

中に成立するのは当然のこととして､教師がそ

れらの関係を十分機能させるための努力を払う

ことを前提に ｢算数が楽 しい｣と感 じさせる｢許

数的活動｣の一つの在 り方を探っていこうと考

えている｡

Hanuulaの4つのカテゴリーでいえば最も酪

知的である③数学を行 う結果に従い､生徒が,Ul

待する状況の評価o例えば､新しい数学裸措-

の興味に対し､ ｢今､自分は以前より理解でき

るようになったから､今度の取越でもよい結果

を山せるだろう｣というような生徒の様相を引

き化していくことことが必要だと考えている｡

4 ｢昇数的活動｣と数学的な考え方

(1)｢算数的活軸｣を楽 しむとは

教育牒程審薙会答申(H20.1.17)では､ ｢詩歌

的活動｣の役割を次のように述べている｡

罪数的活動は,基礎的 .基本的な知織 .技

能を確実に身に付けるとともに,数学的な思

考力 .表現力を高めたり,算数を学ぶことの

楽 しさや意義を実感したりするために,丑要

二のことからも分かるように､数学的な考え方

を席挿させ､育てていく借物が r舞数的精勤｣

であり､数学的な考え方と ｢歩数的活動｣は切

り離して考えることができないものである｡ま

た､数学的な考え方の育成はP1SA等の国際

調査の結果を引き合いにする以前から歩数教育

の最も蒐要な謙越といわれ続けたものである｡

従って､本稿では ｢第数的活動｣の楽しさを感

得することは､すなわち数学的な考え方を楽 し

むことであると考えることとした｡

(2)数学的な考え方とは

中曲(1981)は､ ｢数学的な考え方とは､端的

にいって､第数 ･数IL3芦にふさわしい創造的な活

軌を自主的に行 う能力 ･態度を指したものであ

るQ しかし､それは､日常の指導において､創

達的な学習の体験を積み塵ねて､はじめて､そ

の育成が可能と考えられるはずのものである｣

また､創造的な活動を考えるに当たって､創造

的な指導とは ｢昇数や数学で､子どもにとって

新 しい内容を指導しようとする際に､教師が既

成のものを一方的に与えるのではなく､王と立

が自分で必要を感 じ､自らの課鷹として新しい

ことを考え出すように､教師が適切な発間や助

言を通して仕向け､結果において､どの子ども

も､いかにも自分で考え出したかのような感激

をもっことができるようにする｣ことであると

述べている｡(下線は楚者)

この自らの陳腐について､杉山(2006)も著谷

の中で ｢算数 ･数学を作る問題を作って自分で

解決していくことを大帝にしていきたい｣ ｢例

えば､髄数について､たし算､ひき許､かけ節､

わり界を勉強するが､小数を習ったとたんに､

たし第はできるのだろうか､ひき界はできるの

だろうか ･･(中略)･･整数でしたことが小数

についてすべてできるのであろうか ･･と考え

ていくのである｣と､その塵要性を述べ､具体

的に問題を作る際には､ ｢集合の考え方､一般

化の考え方､類推の考え方を大事にする｣ ｢現

代化運動のとき算数の目標の中に 『発展的に考

案する』ということがなかれていたのはそうい

う内容を含んでいた｣と ｢発展的に考察する｣

という数学的な考え方の重要性を強調 してい

る｡

思考することは子ども自らの主体的な営みで

ある｡教師が押 しつけた間牌に子どもが考える

必然惟(課題)を見出すことができなければ黄体

的な括勅はFF.み山せない｡子どもとともに､考

えてみたいと感 じるような諜越を設定し､その

課題を解決した結果､茶さじ一杯の感動が与え

られれば ｢節数的活動｣の楽しさにつながるは

ずである｡

そのための数学的な考え方として､ここでは

｢統合的､発展的な考え方｣とりわけ ｢発展的

な考え方｣に焦点を当てて考えることにする｡

5 ｢発展的な考え方｣とは

(1)数学的な考え方と ｢統合的､発展的な考え

方｣

｢発展的考え方｣は ｢統合的､発展的な考え

方｣として数Mi=教育の現代化運動の頃､芥教科
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のF順 に書かれていたCその経緯 と ｢統合的､

発展的な考え方｣のとらえカを紫理 しておきた

い｡

昭和43年の学習指導要韻の改訂に向けての

教育課程審議会U)答rrlでは,数学教育の現代化

にふれ/fがら今後の方向性を次のように述べて

いる｡

1) 目標については､数品や図形に関する基本

的な処珊能力を育成することは､現行どおり

塵如すべき鹿本的なことであるが,現代の数

学教育の発達を考慮 して,数学的な考え方が

いっそ う育成されるようにすること｡

2) 内剰 こついては,基本的鮮項を緋過 して,

放映や図形に関する基礎的な概念や原錐の指

導がいっそう徹底するようにすることoこの

場合,新 しい概念を導入することも必要であ

るが,小学校の段牌として無期のないように

すること｡

3) 以 卜略

この答申について,中島は,『数学教育の ｢現

代化｣については,その必安は認めるが,わが

国として甘 従前からの数学的な考えプJの育成

を充実するという方向で対処するようにしたも

のだ』と述べている｡

この答申を受けて改訂された昭SLJ43年告示

の学習指噂卓領の算教科の総括的 目標が次の泊

りである｡

u常の7拝濠を数理的にとらえ,筋追立てて

考え,統合的,発展的に考察し処理する能力

これによると､算数 ･数学科において究極的

に∩指すものが,数学的な考え方としてあげて

いる創造的な能力,傾度であり,数学的な創造

にかかわる盛宴な観点が ｢統合的,発展的な考

察｣であるとい うことになる｡

(2) ｢統合的､発展的な考え方 J

このときの小学校指導.咋算数編では､ ｢統合

的､発展的な考え方｣について次のように解説

している｡

｢発展的な考えとは､算数に限らず､ものご

とを同定的なものと考えず､絶えず新 しいもの

に創造し発展させようとする考えである.例え

ば､整数だけでは基準の瑞より小さいものの大

きさを表現することができないので､この解決

として小数を生み出したり､整数の除法をいつ

も可能にするために分数を考えた りすることな

ども､この考えの現れとみることができる｡

また､数をこのように拡張することに対 応 し

て､こU)敬を撫作する演算も､TAl連 して広げて

考えるようにすることも必塵になる｡この場合､

処理の方法が卜-J')じ文脈の言薬で表現されるもの

には､同じ形式を与えるようにするため､前の

ものと新 しく生み出したものとを包橘的に扱え

るように意味を規定したり､処耳的)考えをまと

めたりするBこれが統合のJ-考えである｣

｢統合的な考え方｣ ｢発展的な考え方｣につ

いては､片桐 (1988)が ｢教学的な考え方の具

体化｣の中でそれぞれを定為 し､数唖のタイプ

分けをして具体例を挙げて詳 しく述べている｡

これについて､岡m (1997)は,適切な例もあり､

参考になるとしながら､日々の授業で見られる

個々の学習場面が､それぞれ氏のまとめられて

いる教学的な考え方U)どれに相当するのかを判

断しようとすると､かなりやっかいであること

も斬尖である､として具体的な場面を例に抽象

と統合のFr.別は難 しいと述べているo発展 L,ま

た然りだと｡

このように見ていくと､ ｢統合的な考え方｣

｢発展的な考え方｣とは研究者の数だけそのと

らえ方があり､結論づけることは容易なことで

はない｡

しかし､間171は ｢統合的､党娘的な考え方 ｣

を育成するためには､統合的､発展的に考える

場を教師や子ども自l二'が設定し､その考え方を

使 う機会を設定するしかない｡それは､それら

がはたらく授業過程に着 日するのがよいと結論

づけ､一一般に算数の授業過程は次のようにまと

めることができる｡

見つける-確かめる- よとめる-広げる

この過程の中で､統合的､発展的というのは､

｢広げる｣にかかわるものととらえることがで

き､ r広げる｣という授業過程を虚脱すること

がその考え方を育成することになるというので

る､と述べている｡ただ､この ｢広げる｣経験

をさせても見終的に収束させるのでは本JfFr的な

師 直ある ｢広げる｣にはならないと述べ､教材

榊発の視点として数表現の多様f'kにFlをつける

提案がなされている｡ 日常の授業の延長にある

教材として参考になるが､なぜその問題を考え

なければならないかという取越怒誠を+どもに
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もたせることに岡難さを感 じるものである_

6 ｢発展的な考え方｣を育てる

(1)｢発展的な考え方｣を育てるための ｢‡貫数

的活動｣とは

｢発展的な考え方｣を育てるための ｢節数的

活動｣の実践化を図るには､岡田が述べている

ように ｢発展的な考え方｣を授某レベルで考え

ることが必要不可欠である｡そこで､ ｢発展的

な考え方｣を育てるための ｢算数的活動｣を次

のように考え､そのための方略を探ることとし

た.

r子ども自らが発展的に見川した現題を､

既習事項を活用して解決していく中で､今ま

での解決方法と本質的に同じになることに気

ここでいう ｢発展的な深埴｣とは､今考えて

いる数槌や図形の範囲を広げて考えようとする

ことである｡

(2)｢統合的な考え方｣のとらえ方

昭和 43年の学習指導要領芥教科の目標につ

いて､中島は､ 『｢統合的､発展的な考察｣こ

の考えは上削こ2つの観点を並列したものとして

読みとるよりは､統合といったことによる発展

的な考察として読みとることが望ましい』と述

べている｡確かに､教師が指導する際には､発

展的に考えることだけでは､本質的な滋味を理

解することができない｡教師は､統合の視点を

もって指導すべきである｡発展的に考えること

が界数の授業の終PlLIL.=点ではなく､新たな課越を

もって搬腰解決活動を行い､見山した数理を統

合の観点をもって見直し､各内容の関連につい

て考察することで､各内容のもつ本質的な芯味

をはっきりさせることができる｡ しかし､子ど

もにこの統合の者政をもたせておいて授業を展

開することは相当難しいo子どもには､まず r発

展的な考え方｣を身につけさせることから始め

るのが現実的である｡それを積み韮ねていく中

で､発展的に考えたことを､教師と子どもで統

合的に考察することが､芽数のもつ本質的なお

もしろさを子どもが感得 し､子どもが芥数を楽

しむ第一歩ではないかと考える｡目指すべきは､

r発展的な考え方 ｣の育成であり､その先に ｢統

合的な考え方｣が育成されると考えるものであ

る｡

7 ｢発展的な考え方｣を育てる方略

楽しい奔放aJ授業,活用力を育てる算数の授

業といった実践研究や指導事例集などは､投げ

込み教材として トピックス的に扱 う例をよく見

かける｡しか し､これでは学びに連続性がなく､

子どもにとって訊類意識がもちにくいO思考も

よさの感得も､教師が一方的に与え､押 しつけ

ることはできない子ども自らの営みである｡一

連の学びの中で意図的に発展的な場面に出会わ

せることで､ ｢このような場合はどうなのだろ

うか｣と発展的な課潜をもたせることが盃輩で

ある.これにより､発展的に考える必然性が生

まれ解決活動が始まる｡ この繰り返 しをさせる

ことが子どもの ｢発展的な考え方｣を育てる誼

要なベースになると考えるのである｡

(i)発展的な瓢題の見つけ方

発展的に考えるとき､最も大切なことは発展

的な課越を見出すことである｡そのためには､

今考えていることがどんな銀合に含まれている

ものなのか､どんな範歯のことを考えているか

を音托し､対象としている集合の範囲を広げる

ことが盃要であるO杉山は ｢集合の考え｣とい

われる考えの中にはいろいろな考えが含まれて

いるが､このように考えている対象を宕識する

ことも ｢腿合の考え｣であり､発展的な課越を

見出すときに鍵となる考えであることを指摘し

ている｡

しか し､この縫合の範囲を広げることも一朝

一夕に子ども自らできるようになる訳ではな

いU初めは教師が意図的に課題を設定すること

で子ともに発展のさせ方を学ばせることが重要

である｡

(2)｢発腕的な考え方｣を伸ばす ｢許数的活動｣

単元で学習した益礎的 ･底本的な知織 ･技能

は活用 してそのよさが実感できる｡通常行われ

る授業は､このレベルでよさの実感を保障する

と考えていることが多いO発展的な課題を見出

すことができれば､その探題を基礎的 ･拡本的

な知強 .技能を活用して解決していくことがで

き､そのよさを改めて実感することができる｡

このような ｢発展的な考え方｣を伸ばす ｢界数

的括動｣を保陥することが塵要である｡ ｢発展

的な考え方Jを取り入れるよさは､結果として

のおもしろさだけを狙っても達成できないoそ

の過程に於いて第数のよさを実感できてこそ
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r発展的な考え方Jを育て､伸ばすことにつな

がるのである｡

③統合的な観点で省察させる

発展的な課題についての解決活動を行い､見

川した数理を統合の視点をもって見直し､各内

容の関連について省窮することで､対象を拡張

してもそこに統一的な考え方があるということ

に気づかせることができる｡発展的弧脂は､r発

展的′Ll-考え方｣を身につけるためのも0)である

が､教師は常に統合的な視点をもつことが塵要

であるO雅展的な課越を見出し､それを解決し

た慶びは算数のよさにつながる｡それをさらに

進めて統合的に見たLllに算数の本質的なおもし

ろさが見えたとき､常数の楽しさはさらに大き

くなって手どものものとなると考える｡

qD時間的スケールの柔軟性

｢発展的な考え方｣を取り入れた｢算数的油動｣

は､]つの単元の巾で行われることを耗本と考

えるD+ども自らが溌展的な課鵜を見出しやす

く､授某デザインが容易で実践化につながりや

すいと考えるからである｡しかし､その活動は､

1時間の授業で行われる勘合なども考えられ､

時間的スケールは柔軟に考える必要がある｡

8 ｢発展的な考え方｣を取り入れた ｢算数的

活動｣の授業モデル

(1)第 5学年 ｢三角形 ･匹1角形の角｣

怪】形の見方の]つとして､図形の構成要素の

角に昔日させ二角形や四角形の内角の和を求め

ていく学習であるO

=角形の内角の和を平行線の性質などをPE･用

して演締約に説明できるのは中学校になってか

らのことである｡ここでは,下図のように3つ

の91を突刺したり3つの角を集めて一直線にな

る実験的な所動をしたりすることで,1800にな

三角形の内角の和を韻べる

ることに気づかせる｡

四角形の内角の和は,=1角形の内角u)和が

1800であることをもとに演躍的に説明するこ

とで3600であることを兄いだしていく｡

｢発展的な考え方｣を育てるためには, 二角

形,四角Jr･Zという同形の範雌を拡IIJaしてiL相 性,

六j(J形の内角の和代いくらにな7.)のかを考える

ように什向けることが必要であるC三角形,凶

角形と学習した段肺で, ｢=_角形､四fJ形の内

角の和は 1800,3600であることが分かったO

さらに知りたいことは何か)と問いかけること

により,発展的な課題は容易に見出されるb

rTL角形の内角の和を知 りたい｣と考える Fど

もや ｢閃角形の内角の和は､三角形の内角の和

に 1800足した結,巣になっているから､五角形

は､四角形の内角の和に 1800足せば求められ

るのではないか､それを確かめたい｣などが期

待できる｡

それを

受けて､

7L角形,

六角形の

内角の和

を四角形

の内角の

和を求め

たときと

同じように求めさせ,その結果を図と対応させ

ながら次の表のように軽現 していく｡これは,

n角形の内角の和の公式化を図ることにねらい

があるのではない｡n角形の中の_三角形の数(例

えば五角形は3個の三角形に分けられる)と(n

+1)角形(六角形は4個の三角形に分けられ

る)の中の三角形の数を比較 しながら二角形の

数が 1個ずつ増えていくことから内角の和も三

-86-



角形の内角の和ずつ増えていくことに気づかせ

ていくのである｡このような五角形､六角形の

内角の和を求めていく過程の中で､三角形や四

角形の内角の和を基礎的な知瓶としてそれを活

用して求められる算数のよさを実感することが

できる｡また､解決の過程や整理 した表から,

多角形の内角の和を考えるには三角形をもとに

考えればよいということを機能的に理解できれ

ば.発展させた内容を統合的に見た姿と考えれ

ばよいであろうOこのような図形の見方を広げ,

今まで気づかなかった三角形のもつ性質のおも

しろさにふれることこそ ｢芥数的所動｣の赦し

さにつながる授業であると考えている,

(2)第 1学年 T3つのかずのけいさん｣

子どもは,これまで2つの数で加法の意味と

計芥什)I-を学習してきている｡具体的は,相加

の場面でいうと ｢かえるが5匹います｡3匹来

ました｡かえるはみんなで何匹になりましたか｣

といった間樋で､5+3と立式してよい坪Ftlと

5+3は8になるという計節である｡ここでは

｢かえるが5匹います｡3匹束ました｣,さら

に､ ｢また2匹来ました｣という3つの数を足

す場面である｡授業開始当初の子どもの課越は,

｢3つの数を足してもよいか考える｣という課

題である｡

この課題を解決するために,子どもは次のよ

うにブロックの操作を通 して考えていく｡

団調 田Ej)優 司
5+3

EEm Ej]Lく国 章璽 ]

その結果,換作の仕方が同じであるという根

拠をもとにして,匡亘司に2を足 して5十3+
2というたし算の式にしてよいことを,チビも

自らが説明できることになるQこれが､既習叫

項を活用する範数のよさを実感することであ

る｡

この既習のたし静の操作を活用して3つの敏

を足 してもよいことを典有できたところで､｢発

展的な考え方｣を育てるためには ｢3つの散｣

を拡張して ｢4つの教｣として考えさせること

が虫要であるOつまり,｢その後.また 1匹来

たらどうなるのか｣という教師の問いかけが鍵

となる｡ ｢3つの数Jを足してもよいと操作を

根拠に考えた子どもに ｢4つの敬 ｣も同じ規作

で鋭明できることに気づかせるのである,さら

に､ ｢5つの数になったらどうか事を問いかけ

る.増加というたし罪の操作がこの探題を解決

する木質だと気づいた子どもに,｢数はいくつ

まで足すことができるか｣を潤うと ｢どこまで

も｣と声をそろえて返 してくるはずである｡こ

れが,発展 したことを統合した姿だと考えるO

操作を根拠に考えて導き出した子どもたちなり

の無限に足せるという考えを教師が光に感動し

てやることこそ､算数の木質的なおもしろさで

あり､ ｢節数的活動｣の楽しさの感碍であると

考える｡

9 結語

｢統合的な考え方】｢発展的な考え方｣のと

らえ方は様々あるが､本論では統合の視点をも

った驚展的な考え方を基軸にした授其構築の仕

方を提案 した｡子ども自らが発展的に見出した

隈鹿を､既習事項を活用 して解決していく中で､

今までの解決方法と本質的に同じになることに

子どもが気づいていく ｢罪数的活動｣を取り込

むことこそ､既習事項を借用すろ有用性や数的

や図形を拡張しても構造は同じという統合的な

考えのおもしろさを感 じる授業になると考えて

いるo ｢発展的な考え)1｣を基軸にした ｢弊敏

的活動Jを取り入れた算数の授薬で罪数の楽 し

さを感得させることを大いに期待 しているとこ

ろである｡
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